
１ 事業名

2 事業期間

 平成２９年４月～令和２年３月

3 事業概要

4 事業費及び寄附額・件数

 

5 寄附額分の事業費（内訳）

6 重要業績評価指標（KPI）

 つつじが岡公園の有料入園者数

令和元年度 R２．５ 150,000人 ʷ

平成29年度 Ｈ３０．５ 105,000人 110,741人

平成30年度 R元．５ 125,000人 91,048人

年 月 目標値 実績値

申請時 Ｈ２８．５ 93,828人 93,828人

需用費 878,852 消耗品（薬剤）

（合計） 5,510,402

令和元年度 事業費（円） 内容

負担金及び交付金 4,631,550 日本遺産推進事業（映像制作事業）

令和元年度 5,510,402 5,500,000（15） 10,402

（合計） 18,432,468 15,500,000（49） 2,932,468

平成29年度 6,735,993 4,800,000（19） 1,935,993

平成30年度 6,186,073 5,200,000（15） 986,073

令和元年度 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る事業について

 世界に誇る「つつじ」の名園を中心とした交流人口拡大事業

 ・環境の変化に応じたつつじ古木群の保護育成と開花保持

 ・公園の景観を良くすることによる魅力向上

 ・外国人を含む観光旅行者への幅広い情報発信及び受入体制の強化

 ・つつじ映像学習館のコンテンツ増強

 ・多様なニーズに対応した満足度の高い公園づくり

年度 事業費（円）
（内訳）

寄附額（円）・件数（件） 市一般財源（円）



7 まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会による評価

・

・

館林の４Dシアター映像にある館林城の黒塀だが、昔はあったが今は壊してしまって無くなって

しまった。これは今で考えると大きな損失であるため、今後は歴史的な検証を行うことで歴史

的価値があるものの保存に努めてほしい。

市が本気で取り組んだ魅力あるものがあれば、企業側も投資したくなると思うので、これから

も企業版ふるさと納税を推進してほしい。


